
  

           
 
 

ビビンの会ボランティアスタッフ 小森 新  
 

 東京の文京区千石。細い通り沿いに、アジア文化会館はある。ビビンの会はこ

の会館の一室を使って開催される。決して大きいとは言えないその一室に、今回

も 70 名近くもの人に集まっていただいた。国籍 (日本・韓国他 )、年齢、性別、

職業、例によって実に様々である。  
ビビンの会の『ビビン』とは、承知の人も多いであろうが韓国語で『交ぜる』

という意味である。ビビンの会を韓国料理の『ビビンパ』に例えてみよう。アジ

ア文化会館は器で、お客さんはご飯、スタッフがスプーンで、具はプログラムや

お酒と言ったところだろうか。スプーンはご飯を上手に交ぜてくれる、そして具

はご飯をより一層美味しくしてくれる存在である。しかし月並みではあるが、何

よりたくさんのご飯が無ければ『ビビンパ』は存在しえないのである。今回もそ

のたくさんのお客さんのお陰で、会は盛大に終了した。そこにはたくさんの思い

や出会い、笑顔があったであろう。それはゲストであるお客さん無しには決して

考えられないことである。  
 様々な人と出会う Chance、話す Chance、笑い合う Chance。やはりそれはい

つの時代でも素晴らしい。仲良くすることには理由なんていらない。言葉や国籍

を超越したモノを、とくと感じることができた会であった。そんな会に参画でき

たことは、私にとって大変な喜びである。そしてご参加いただいたお客さんや、

会に携わっていただいた全員に心から感謝を申し上げたい。  
そしてビビンの会よ、ありがとう！！  

Life is Chance!! 


